
逆
に
『
契
丹
国
志
駈
州
県
載
記
・
四
重
史
』
地
理

志
に
は
成
州
は
あ
る
が
石
州
は
な
い
。
そ
の
た
め
、

成
鳥
は
睦
州
の
改
名
と
さ
れ
て
き
た
が
、
『
瀟
琳

墓
誌
幽
は
長
州
が
魚
島
温
家
族
分
地
に
属
す
る
頭

下
州
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
記
し
、
成
州
と
は
異
な

る
こ
と
を
証
明
し
た
。

　
本
書
収
録
の
石
刻
文
に
は
岡
遼
史
』
百
宮
寺
に

無
い
官
職
が
頻
見
し
、
二
代
窟
制
史
研
究
に
確
実

な
材
料
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
本
書
収
録
の
石
刻

文
は
『
遼
史
臨
の
多
く
の
錯
誤
を
訂
正
す
る
。
た

と
え
ば
『
遼
史
撫
皇
子
表
は
姜
氏
が
油
魚
の
第
六

子
素
生
を
生
ん
だ
と
す
る
が
、
『
聖
宗
淑
儀
贈
寂

善
大
師
墓
誌
』
に
拠
れ
ば
、
宗
願
（
侯
古
）
を
生

ん
だ
の
は
淑
儀
取
氏
（
歌
崇
美
の
孫
）
で
あ
っ
て

姜
氏
で
は
な
い
。
ま
た
、
『
遼
史
冊
公
主
表
は
、

孟
宗
の
長
女
を
燕
薪
と
す
る
が
、
『
蒲
異
墓
誌
』

は
聖
宗
の
長
女
を
蒲
曼
の
母
親
と
し
燕
寄
と
は
し

な
い
。
契
丹
文
墓
誌
か
ら
彼
女
が
聖
典
の
庶
長
女

で
、
公
主
表
で
は
第
六
に
並
べ
ら
れ
た
鋼
匿
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
（
愛
新
覚
羅
鳥
拉
煕
春
『
愛
新

盤
羅
烏
拉
煕
春
女
真
契
丹
学
研
究
騙
、
松
香
堂
、

二
〇
〇
九
年
）
。
本
書
は
石
刻
文
に
新
式
標
点
を

採
用
し
、
入
物
・
事
件
・
官
制
・
地
名
な
ど
に
漏

れ
な
く
注
釈
を
施
し
、
『
遼
史
』
の
鉄
略
錯
誤
を

逐
一
指
摘
す
る
。
本
書
は
貴
重
な
出
土
資
料
を
保

存
す
る
だ
け
で
な
く
、
欄
遼
史
撫
に
対
す
る
補
鉄

正
誤
を
も
達
成
し
て
い
る
。

　
遼
史
研
究
の
不
断
の
深
化
に
と
も
な
い
、
遼
代

石
刻
文
は
そ
の
価
値
を
い
よ
い
よ
高
め
る
で
あ
ろ

う
。
三
編
・
四
編
が
引
き
続
き
世
に
問
わ
れ
る
こ

と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
一
六
開
　
三
七
六
頁
　
二
〇
一
〇
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
遼
寧
人
民
出
版
社
　
四
八
元
）

　
　
　
（
吉
本
智
慧
子
　
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
教
授
）

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ケ
リ
ー
著

（
藤
井
崇
訳
・
南
川
高
志
解
説
）

『
ロ
ー
マ
帝
国
』

　
本
書
は
○
薄
鼠
。
冨
Φ
H
囚
①
に
ざ
§
野
壷
。
ミ
§

肉
尋
帖
ミ
臨
謬
姥
鶏
。
註
§
言
§
ら
琳
帖
§
（
○
×
｛
o
箆

b⊇

n
O
①
）
の
全
訳
で
あ
り
、
岩
波
書
店
か
ら
翻
訳
・

刊
行
さ
れ
て
い
る
「
1
冊
で
わ
か
る
扁
シ
リ
ー
ズ

の
一
書
で
あ
る
。
著
者
は
い
わ
ゆ
る
「
古
代
末

期
」
を
専
門
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
後
期
ロ
ー
マ
帝

国
の
官
僚
制
や
フ
ン
族
の
王
ア
ッ
テ
ィ
ラ
を
扱
っ

た
書
物
を
公
に
し
て
き
た
。
本
書
で
は
、
紀
元
前

～
世
紀
か
ら
紀
元
二
世
紀
ま
で
の
ロ
ー
マ
帝
国
の

歴
史
が
語
ら
れ
る
。

　
か
つ
て
著
者
は
あ
る
席
上
、
ロ
ー
マ
史
を
研
究

す
る
理
由
は
「
現
代
の
ア
メ
リ
カ
に
似
て
い
る
か

ら
だ
」
と
答
え
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
著
者
に
と

っ
て
、
い
ま
ロ
ー
マ
帝
国
の
通
史
を
書
く
と
い
う

こ
と
は
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
。
ま
ず
は
、

本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
こ
う
。

　
第
一
章
門
征
服
」
で
は
ロ
ー
マ
が
都
市
国
家
か

ら
帝
国
へ
と
拡
大
し
て
い
く
過
程
が
論
じ
ら
れ
る
。

共
和
政
か
ら
帝
政
へ
の
移
行
は
、
権
力
闘
争
を
規

制
す
る
方
法
の
変
化
に
過
ぎ
な
い
、
あ
る
い
は
残

虐
な
軍
事
行
動
の
背
黒
に
は
、
そ
れ
を
正
当
化
す

る
「
帝
国
の
使
命
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
が
存
在
し

た
と
い
っ
た
指
摘
が
な
さ
れ
る
。

　
第
二
章
「
皇
帝
の
権
力
」
で
は
、
皇
帝
権
力
を

浸
透
さ
せ
る
た
め
の
皇
帝
の
イ
メ
ー
ジ
と
歴
史
書

に
描
か
れ
る
皇
帝
の
イ
メ
ー
ジ
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
る
。
前
者
の
イ
メ
ー
ジ
は
各
都
市
で
行
わ
れ
た

皇
帝
礼
拝
の
申
に
神
の
姿
と
し
て
現
れ
る
。
一
方
、

ス
エ
ト
ニ
ウ
ス
や
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
歴
史
書
の
中
で

は
、
批
判
的
な
筆
致
の
申
か
ら
あ
る
べ
き
皇
帝
の

姿
が
浮
か
び
上
が
る
。
双
方
の
イ
メ
ー
ジ
を
合
わ

せ
て
、
多
角
的
に
皇
帝
イ
メ
ー
ジ
を
と
ら
え
る
べ

き
だ
と
さ
れ
る
。

　
第
三
章
「
共
犯
」
で
は
、
属
州
統
治
の
実
態
が
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介紹

取
り
上
げ
ら
れ
る
。
伊
州
行
政
に
あ
た
っ
た
富
吏

は
極
端
に
少
な
い
数
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
補
っ

た
の
は
、
各
都
市
の
自
治
を
損
つ
た
地
方
エ
リ
ー

ト
層
で
あ
っ
た
。
帝
国
政
府
側
は
被
征
服
地
域
の

エ
リ
ー
ト
層
を
ロ
ー
マ
の
支
配
階
層
と
し
て
再
編

成
し
よ
う
と
し
、
地
方
エ
リ
ー
ト
側
も
そ
れ
を
利

用
し
た
と
い
う
関
係
が
描
き
出
さ
れ
る
。

　
第
四
章
「
歴
史
を
め
ぐ
る
戦
争
」
で
は
、
ロ
ー

マ
時
代
に
お
け
る
過
去
、
す
な
わ
ち
往
時
の
ギ
リ

シ
ア
が
い
か
に
理
解
・
利
用
さ
れ
た
か
と
い
う
こ

と
が
論
じ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
に
よ

る
ギ
リ
シ
ア
の
過
去
の
改
変
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

そ
れ
に
対
し
て
、
「
本
来
の
ギ
リ
シ
ア
」
に
こ
だ

わ
る
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
、
そ
し
て
ギ
リ
シ
ア
的
な
倫

理
観
に
も
と
づ
い
て
判
断
を
下
す
対
比
列
伝
を
も

の
し
た
プ
ル
タ
ル
コ
ス
に
言
及
さ
れ
る
。

　
第
五
章
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
ラ
イ
オ
ン
に
」
で

は
、
帝
国
の
内
か
ら
生
ま
れ
、
や
が
て
は
帝
国
を

飲
み
込
む
こ
と
に
な
る
キ
リ
ス
ト
教
が
題
材
。
ま

ず
、
見
世
物
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
処
刑
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教

徒
に
と
っ
て
は
、
ロ
ー
マ
人
に
対
抗
し
自
ら
の
信

念
を
誇
示
す
る
重
要
な
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
迫
害
に
も
か
か
わ
ら
ず
キ

リ
ス
ト
教
が
根
絶
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
彼
ら
が

啓
典
（
文
書
）
に
基
礎
を
置
く
集
団
で
あ
っ
た
た

め
で
あ
る
と
い
う
。

　
第
六
章
「
ロ
ー
マ
人
の
生
と
死
」
で
は
人
々
の

生
活
へ
と
視
点
が
移
る
。
ポ
ン
ペ
イ
に
残
さ
れ
る

邸
宅
の
設
計
・
装
飾
に
見
ら
れ
る
工
夫
か
ら
は
、

そ
れ
が
人
々
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
意
識
し
た
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
生
死
に
関
す

る
ロ
ー
マ
社
会
の
特
色
と
し
て
、
死
が
身
近
な
社

会
で
あ
っ
た
こ
と
、
女
性
の
出
産
能
力
に
対
す
る

高
い
負
担
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
人
口
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
の
は
、
土

地
を
耕
し
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
で
あ
り
、
彼
ら

に
目
を
向
け
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
注

意
を
促
す
。

　
最
後
に
第
七
章
「
ロ
ー
マ
再
訪
」
で
は
、
時
代

を
超
え
て
近
代
と
現
代
に
お
け
る
ロ
ー
マ
帝
国
へ

の
理
解
に
注
目
す
る
。
一
九
徴
紀
後
半
か
ら
二
〇

世
紀
初
頭
、
帝
国
主
義
の
た
だ
中
に
あ
っ
た
イ
ギ

リ
ス
で
は
、
自
ら
と
ロ
ー
マ
帝
国
主
義
と
を
重
ね

合
わ
せ
る
厄
介
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
。
一
方

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の
精
神
を
フ
ァ

シ
ズ
ム
が
体
現
し
て
い
る
と
主
張
し
た
が
、
こ
の

背
景
に
は
自
分
た
ち
が
古
代
ロ
ー
マ
の
理
念
の
後

継
者
で
あ
り
復
興
考
な
の
だ
と
い
う
意
識
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
戦
後
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
で
は
、
ロ
ー

マ
帝
国
の
位
置
づ
け
が
一
転
す
る
。
五
〇
年
代
の

ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
と
っ
て
、
ロ
ー
マ
帝
国
は
悪
の
帝

国
で
あ
り
、
そ
れ
に
抗
い
勝
利
す
る
の
が
、
キ
リ

ス
ト
教
的
価
値
観
な
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
に
描
か
れ
る
ロ
ー
マ
の
姿
は
、

む
し
ろ
各
時
代
で
侮
が
大
切
に
思
わ
れ
、
何
が
問

題
だ
と
考
え
ら
れ
た
の
か
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
あ
る
と
し
て
著
者
は
筆
を
撒
く
。

　
以
上
が
本
書
の
内
容
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
特

色
は
、
時
系
列
で
は
な
く
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
記

述
さ
れ
る
ス
タ
イ
ル
に
あ
ろ
う
。
主
に
一
般
の
読

者
に
向
け
て
書
か
れ
た
書
物
と
し
て
、
こ
の
選
択

は
非
常
に
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
書

の
随
所
で
見
ら
れ
る
、
現
代
社
会
と
の
ア
ナ
ロ

ジ
ー
の
指
摘
は
、
著
者
の
問
題
意
識
か
ら
発
し
た

も
の
か
。
安
易
な
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
指
摘
は
、
ロ
ー

マ
杜
会
の
も
の
で
あ
れ
、
現
代
社
会
の
も
の
で
あ

れ
、
問
題
の
本
質
を
見
誤
ら
せ
て
し
ま
う
が
、
著

者
は
こ
の
危
険
性
を
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
「
1
冊
で
わ
か
る
」
式
の
書
物
で
あ
り
な

が
ら
、
読
者
が
一
面
的
な
理
解
に
陥
ら
な
い
よ
う

に
常
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
点
は
書
き
手
と
し
て
見

習
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
や
や
違
和
感
を
覚
え
た
の
は
、
詩
章
で
取
り
上
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げ
ら
れ
る
事
例
が
東
方
世
界
中
心
で
あ
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
読
者
に
ロ
ー
マ
帝
国
の
広

が
り
を
意
識
さ
せ
る
効
果
も
あ
ろ
う
が
、
か
え
っ

て
偏
っ
た
印
象
を
与
え
か
ね
な
い
と
の
危
惧
を
抱

い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
蝦
疵
は
さ
さ
い

な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
著
者
が
設
定
し
た
テ
ー
マ

を
貫
く
の
は
、
ロ
ー
マ
（
皇
帝
、
過
去
と
し
て
の

ギ
リ
シ
ア
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
）
が
、
い
か
に
認
識

さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ

は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
い
ま
私
た
ち
が
こ
れ
ら

を
い
か
に
認
識
す
る
の
か
と
問
い
か
け
て
く
る
。

ロ
ー
マ
史
を
研
究
す
る
こ
と
、
歴
史
を
研
究
す
る

こ
と
、
そ
れ
を
通
じ
て
何
を
現
代
社
会
に
対
し
て

提
示
す
る
か
、
著
者
の
姿
勢
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま

に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
書
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
翻
訳
書
で
は
な
い
読
み
や
す
い
訳
文

と
、
丁
寧
な
解
説
・
読
書
案
内
が
本
書
の
価
値
を

高
め
て
い
る
こ
と
も
付
醤
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
（
B
6
版
　二
二
よ
ハ
体
刑
　
国
石
波
叩
肉
店

　
　
　
　
　
二
〇
一
〇
十
二
月
　
税
別
～
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
（
佐
野
光
宜
　
京
都
女
子
大
学
非
僧
勤
講
師
）

受
　
贈
　
誌

（
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
⊥
ハ
m
口
～

二
〇
一
〇
年
四
月
一
五
日
）

渕
H
日
ω
¢
竃
国
同
国
〉
瓢
U
目
測
力
磨
く
臼
≦
　
（
日
日

　
空
駐
¢
ヨ
Φ
時
き
d
轟
く
臼
ω
津
網
い
勲
≦
〉
。
。
ω
0
9
甲

　
賦
8
）
二
七

～
橋
研
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
～
橋
研
究
編
集
委

　
員
A
ム
）
一
一
滞
四
－
閃
一
（
通
巻
一
山
ハ
五
）

臼
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
編
集
）
七
四
三

栃
木
史
学
（
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
史
学

　
会
）
二
四

地
域
ア
カ
デ
ミ
ー
　
公
開
講
座
報
告
書
（
広
島
大

　
学
大
学
院
文
学
研
究
科
歴
史
文
化
学
講
座
）
二

　
〇
〇
九

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
（
新
潟
県
立
歴

　
史
博
物
館
）
一
〇

古
代
文
化
（
古
代
学
協
会
）
六
一
－
四
．

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
～
五
五

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
　
五
六

愛
知
大
学
文
学
論
叢
（
愛
知
大
学
文
学
会
）
一
四

　
一

同
朋
大
面
論
叢
（
同
朋
タ
大
学
同
朋
学
会
）
九
四

史
學
難
誌
（
史
亡
妻
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
一
九
－
三

上
海
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
東
ア
ジ
ア
経
済
研
究

　
（
京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
　
附
属
上

　
海
セ
ン
タ
ー
）
二
〇
〇
七

上
海
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
東
ア
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